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IはじめにI 蛋自分画検査は，血清中の様々な情報が

得られるスクリーニング検査で，電気体動検査でしか
知りえない M 蛋白など診断的な価値も高い有用な検査

である。 しかしながら，近年では臨床捌からの検査位頼
や利用が減少し，外誼化が進んでいる状況にある。 そこ

で、院内実施している施設では、まず日常検査データ
から彊自分画検査をすべき検体をと。ツクアップL-.臨

床へ検査の必要性を伝えることが大切である。そして，

電気泳動する事により M 蛋白等を見出し臨床報告して

いくことが重要と考える。異常置自の存在は，関連する

項目聞のアンパランスや柄態を反映しない異常値を引

き起こす事は知られており，その原因について的確に

対処できなければ診断の遅れにつながる可能性は高い。

そ こで我々は日常検査で彊自分画を実施するための

抽出条件を設定し，これまで多くの M蛋白症例を見出

し，診断に役立ててきたが、見出したいくつかの症例を

今回紹介する。

I設定条件I ①O. 7g/dl>TP~Alb- (I gA+lgG+lg/,l) > 

1. 5g/dl，②尿蛋白定性値と定量値の家離。喧 ，2 g/dl >TP 

Alb> 4 g!dl，④測定不能項目の存在。軍特障な検体性状

(血清分離剤が浮く，粘縞度が高いなど)⑥その他

I症例 1 1 77 歳男t1.， TP 6. 19! d l, Alb 3. 3g! d l, 19A 240 

mg/d1. 1凶 2884mg/dl ， IgM 36昭Idl. TP→Alb 値とグロプ

リン定量値に家離を認め、彊自分画を実施。 γ 分画も定

量値1. 26gjdl と軍離が且られ。 fast-γ{立に~t-band を検

出。 IEP， lFE 法で γ鎖蛋白 と 同定された。

I症例 2 177歳男性。 TP5. 9g/ d l, Alb 4. 19/ d l, IgA 8r昭Idl.

IgG 240mg/ dl , 19M 2mg! dl , U~Pro(2+)。定量 1260mg/dl。

TP-Albく 2.0.1品、尿蛋白定性と定量値の軍隊により蛋自

分画を実施。 血清および尿で slowγ位に M-band を検出

し、 lEP 法で λ型 B1P と同定された。

I症例 3 1 BO 歳男性。 TP 7. 19/ dl , Alb 3. 7g/ dl , T-Bil 

8. 53mg/ dl ,D-Bi l O.Olmg/ dl , Hb 12.5g/dl。 血清色調と

T-Bil 値に家離があり蛋自分画を実施し， slow-y 位に

M-band 検出。 lFE 法で IgG- K 型 M 蛋白と同定された。 家

離の原因はT-Bil 測定試薬と M置自の異常反応であった。


